
山地に生える落葉高木。高さ15-20mになる。樹皮は暗紫褐色、浅く縦裂して小薄片に割れて、逆むけ状に
反り返り、特有な様相を示す。葉はやや薄く、はじめ白軟毛が密生してビロード状、のちやや無毛となる
が、裏面の脈上には残存する。側脈は9-13対。

宍粟市の1ヶ所で新たに生育が確認された。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Ostrya  japonica  Sarg.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

宍粟市、上郡町、佐用町、豊岡市、養父市、朝来市、香美町

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

カバノキ科

兵庫県ランク…アサダ
環境省ランク… －


